
活動内容と成果
アジサシ類の渡り解明のため香港でマミジロアジサ
シ108羽、インドネシアでオオアジサシ10羽を標識
放鳥した。インドネシアからの衛星追跡ではオース
トラリアやパラオへの移動を確認した。2月の太平洋
海鳥グループ会議では本事業の活動を報告し研究者
と共有した。インドネシアで海鳥調査員を育成する
ため10人の調査研修を行い、地元大学でのワーク
ショップには100人を超える教員・学生の参加を得
た。またインドネシア語で海鳥保全普及用ポスター
2,000部を発行した。

活動内容と成果
今年度は、①農地と観光の認定に向けたチェックリ
スト案の作成、②サンゴの生息に影響する可能性の
ある要素のリストアップ、③栄養塩の低減の実験に
おいてパイン栽培のほとんどの元肥が流出すること
などが確認できた。しかしながら、認定制度の構築に
ついては、さらなる調整と資金確保が必要であるこ
とから将来的な課題とし、その前段として、④フレン
ドシップ登録の仕組みを軌道修正案として提案し意
見調整を始めた。また、⑤フォーラムについては、新
型ウイルスの影響を考慮して延期の扱いとしたので
未達成である。

課　題
�東南アジアにおいて、海鳥保全に必要な人材を育成
し、重要サイトの保全対策を構築、保全の意識啓発を
進める。西太平洋で海鳥保全研究者の協力ネット
ワークを構築する。

目　標
アジアの重要サイトを集めた海鳥保全ネットワーク
が形成される。保全を進めるため、インドネシア、
フィリピンなど各国との共同プロジェクトを実施す
る。

課　題
八重山のサンゴ礁生態系を保全・再生するため、赤
土流出や栄養塩類の低減、海域の過剰な利用を転換
するなど影響を低減し、海域の環境を適した状態へ
回復する必要がある。

目　標
八重山のサンゴ礁への様々な影響を低減するため、
環境負荷の低減や保全・再生につながる取組みや製
品などを認定する制度の構築と普及を目指す。

香港観鳥会（The Hong Kong Bird Watching Society）

（特非）　石西礁湖サンゴ礁基金

西部太平洋における海鳥の衛星追跡：
渡り鳥で繋げるアジアの海と人々

複合ストレスの影響を受ける八重山地方の
サンゴ礁保全・再生に向けた
サンゴ認定制度の構築

標識調査チームとデコイ（セーラム島で）

八重山地方のサンゴ礁

栄養塩の低減の実験の状況

海鳥標識調査研修者 10 人

認定のチェックリスト
案の作成 2 分野

インドネシアの海鳥
ポスター印刷 2,000 部

調査・研究
ミーティング 4 回

今年度計画の達成度 100 ％
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苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
マミジロアジサシに装着した小型衛
星追跡タグで動作不良があった。コ
ロナウイルス発生によりフィリピン
での活動が進まなかった。

■工夫した点
新しい捕獲方法を開発し、インドネ
シアでより多くのアジサシを捕獲し
た。衛星追跡では新しくパラオへの
移動を確認した。

■苦労した点
認定制度の構築には、さらに多くの
関係者との調整と、運用のための資
金や人材について検討が必要であ
り、困難が予想される。

■工夫した点
認定制度は将来的な課題に位置づ
け、その前段として、八重山地方の
サンゴ礁を守るフレンドシップ登録
の仕組みの提案を行った。

渡りルート調査を継続し、インドネシアで地域コミュニティとの協力を開始する。
海鳥を海洋環境保全のシンボルとして持続的利用とプラスチックなど海洋汚染の
低減を促進する。

八重山地方のサンゴ礁を守るフレンドシップの制度と運用の検討、意見交換、社会
実験を進めていく。また、農地と観光以外のチェックリストも検討していきたい。
そして、フォーラムの開催で、関係者の気運を醸成する。
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今後の
展望

活動地域

活動地域

 香港、インドネシア

 沖縄県八重山地方
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インドネシアの
海鳥保全普及用ポスター
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